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加
入
月
か
ら
の
国
保
税
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

異
動
の
届
け
出
は
お
早
め

に
　

異
動
（
加
入
・
脱
退
な
ど
）
が
あ
っ

た
場
合
は
、
異
動
が
あ
っ
た
日
か
ら

14
日
以
内
に
役
場
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
世
帯
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合

は
、
届
け
出
の
あ
っ
た
翌
月
に
新
た

な
保
険
税
額
を
計
算
し
、
税
額
の
通

知（
変
更
通
知
）を
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
場
合
な
ど
も
、
国
保
脱
退
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。

所
得
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

　

国
保
税
の
決
定
や
軽
減
、
入
院
時

の
食
事
代
、
高
額
療
養
費
の
算
出
に

あ
た
っ
て
は
、
国
保
加
入
者（
擬
制

世
帯
主
を
含
む
）全
員
の
所
得
申
告

が
必
要
で
す
。
高
額
療
養
費
は
世
帯

単
位
で
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
国
保

加
入
者
の
中
に
未
申
告
の
人
が
い
る

と
上
位
所
得
者
と
み
な
さ
れ
て
計
算

さ
れ
ま
す
。
申
告
を
し
て
い
な
い
人

が
い
る
世
帯
は
、
必
ず
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
世
帯
の
所
得
合

計
額
が
一
定
基
準
以
下
の
と
き
に
は
、

国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
医
療
機
関
や
薬
局
の
窓
口
で
支

払
っ
た
額
が
、
暦
月（
月
の
初
め

か
ら
終
わ
り
ま
で
）で
一
定
額（
自

己
負
担
限
度
額
）を
超
え
た
場
合
に
、

そ
の
超
え
た
金
額
が
後
日
支
給
さ
れ

る
制
度
で
す
。

保
険
証
の
再
交
付
に
は

１
週
間
か
か
り
ま
す

　　

保
険
証
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、
町
民
生
活
課
窓
口
で
再
交
付

手
続
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
保
険
証
が
再
交
付
さ
れ
る
ま

で
に
は
、
１
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

再
交
付
申
請
の
際
に
、
引
換
書
を
お

渡
し
し
、
１
週
間
後
に
保
険
証
と
引

換
書
を
交
換
し
ま
す
。
申
請
か
ら
再

交
付
ま
で
の
間
に
医
療
機
関
に
か
か

り
た
い
場
合
は
、
申
請
者
が
国
保
の

加
入
者
で
あ
る
証
明
書
を
お
渡
し
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
窓
口
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
険
証
の
再
交
付
申
請
に

は
、
印
鑑
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は

世
帯
主
で
す

　

国
保
は
、
扶
養
の
概
念
が
な
く
、

世
帯
単
位
で
加
入
し
ま
す
。
世
帯
主

が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、
納
税
義
務
者
は
世
帯
主（
※
擬

制
世
帯
主
）と
な
り
ま
す
。
国
保
に

関
連
す
る
通
知
な
ど
も
世
帯
主
宛
て

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
国
保
加
入
者
が
属
す
る
世
帯
で
、

世
帯
主
が
国
保
未
加
入
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世
帯
を
「
擬

制
世
帯
」
と
い
い
、
世
帯
主
を
「
擬

制
世
帯
主
」
と
い
い
ま
す
。

健
康
保
険
に
空
白
の
期
間

は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
保
の
加
入
日
は
、
届
出
日
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
健
康
保
険
を
脱

退
し
た
日
、
ま
た
は
猪
苗
代
町
に
転

入
し
た
日
な
ど
で
す
。
手
続
き
が
遅

れ
た
と
き
で
も
、
そ
の
日
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
と
な
り
、

所得割 国保加入者の所得に応じて計算

資産割 国保加入者の資産税に応じて計算

均等割 世帯の加入者数に応じて計算
（加入者１人当たりいくら）

平等割 １世帯にいくらと計算

【表１】年齢別負担区分

※65歳以上の人の介護保険料は、原則として年金から天引き

【表２】世帯の国保税額の決定方法

世帯の
年間国保税額

【表３】平成 29年度の国保税率

国
保
の
お
は
な
し

あ
る
日
突
然
私
た
ち
を
襲
う
病
気
や
け
が
。

そ
ん
な
時
、
皆
さ
ん
を
支
え
る
の
が
「
国
民
皆
保
険
制
度
」
で
す
。

今
月
号
で
は
、
自
治
体
ご
と
に
運
営
す
る
国
民
健
康
保
険（
以
下
、「
国
保
」）

の
仕
組
み
や
今
年
度
の
税
率
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

その年に予測される医療費から、加入者が医療機
関で支払う一部負担金（１～３割）や国などから
の補助金を差し引いた分が国保税になります。
さらに【表１】のように、年齢に応じて負担する
区分も変わります。

猪苗代町の国保税算定方法

問
町
民
生
活
課

　
国
保
年
金
係

　
☎（
62
）２
１
１
４

平成 29年度

医療保険分 後期高齢者
支援金分 介護保険分

所得割　％ 5.85 2.19 2.12
資産割　％ 14.00 3.00 3.00
均等割額　円 20,700 8,200 10,700
平等割額　円 17,400 6,700 6,000

国
保
と
は
こ
ん
な
制
度

　　

日
本
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

安
心
し
て
病
院
に
か
か
れ
る
よ
う
、

全
て
の
人
が
い
ず
れ
か
の
健
康
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

（
国
民
皆
保
険
制
度
）。

　

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
、
窓
口
負
担
が
１

割
か
ら
３
割
で
済
む
の
は
、
そ
の
残

額
の
負
担
を
国
保
加
入
者
が
納
付

し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税（
以
下
、

「
国
保
税
」）な
ど
で
町
が
支
払
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
の
健
康
保
険
制

度
は
、
健
康
保
険
に
加
入
す
る
皆
さ

ん
で
支
え
あ
っ
て
い
ま
す
。

40 歳未満 医療保険分＋後期高齢者支援金分

40 歳以上 65 歳未満 医療保険分＋後期高齢者支援金分＋介護保険分

65 歳以上 75 歳未満 医療保険分＋後期高齢者支援金分＋介護保険料（※）

就職・退職される皆さんへ　
～健康保険の脱退・加入の手続きをお忘れなく～

●国保に加入していた人が就職するとき

職場の健康
保険に加入

これまで加入していた国保の脱退手続きが必要になります。
手続きには、国保の保険証、職場から支給された新しい保険
証、印鑑、マイナンバーが記載されたもの（マイナンバー通
知カードなど）を持参してください。

●職場の健康保険に加入していた人が退職するとき

健康保険は、空白期間を作らないことが原則です。退職したときは、新たに加入する健康保険への手続
きを早めに行ってください。

パターン１
国民健康保険に加入する場合
→退職した職場から渡される
社会保険資格喪失証明書と印
鑑を持って、町民生活課窓口
にお越しください。

職場の健康保険を継続（任意
継続）する場合
→退職する職場に問い合わせ
てください。20 日以内の手
続きが必要です。

家族の健康保険に加入する場
合（被扶養者）
→加入条件などがありますの
で、家族の勤務先に問い合わ
せてください。

パターン２ パターン３

保険証は身分証明書
としても使える貴重
なカードです。
紛失しないよう、取
り扱いには十分注意
しましょう。

※


